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2

内外為替一元化コンソーシアム参加金融機関の構想



-2017.3 2017年秋-冬 2017年末 2018年以降

RCクラウド
構築完了

外国為替
商用利用開始

内国為替
商用利用先行開始*

内国為替
随時参加

商用化ロードマップ（マスタースケジュール）

3*一部銀行が先行スタート
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